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はじめに
　『日本農業新誌』は、明治25年（1892）１月から同32年（1899）３月まで刊行さ
れていた雑誌である。この雑誌は、後に刊行される総合雑誌『太陽』の前身誌の一
つであり、ピーク時には毎号平均９千を超える発行部数を記録する農業雑誌であっ
た。（1）
　明治27年（1894）12月、出版元である博文館は『日本農業新誌』を廃刊し、『太
陽』の農業欄とすることを決定した。しかし、これは全体約200ページのうち、わ
ずか数ページを占めるのみであった。『日本農業新誌』の主筆であった横井時敬は
『太陽』創刊号の論説欄に記事を寄せているが、一方で『日本農業新誌』そのもの
は農業社へ譲渡し、刊行を継続した。したがって、『日本農業新誌』は『太陽』の
前身誌の一つではあるが、吸収されて消滅したわけではない。
　また、『日本農業新誌』の払込済み購読料に余りがある読者には、代わりに『太
陽』が発送されることになっていた。このこともあってか、翌年の農業社刊行『日
本農業新誌』の発行部数は博文館時代の３分の１程度にまで減少した。（2）
　博文館から刊行されていた『日本農業新誌』第１巻から第３巻については、既に
「双方向メディアとしての明治期農業雑誌　　付・博文館刊行『日本農業新誌』解
題・総目次　　」（『リテラシー史研究』５、2012.1）で取り上げた。そこで本稿で
は、博文館から切り離されて以降の第４巻から第８巻までを主な対象とする。
　まず農業社から刊行されていた第４巻から第６巻までを取り扱い、その後に東京
農書舘からの刊行となった第７巻、第８巻について述べる。そしてその上で、読者
層の問題や廃刊となるまでの過程について検討したい。
　明治期の農事改良雑誌（3）は、知識や技術の進歩と浸透によりその役目を終えた。
しかしその衰退に影響を与えた要素として、読者層の変化や農事改良雑誌そのもの
が抱えていた問題などを指摘する。
　また、総目次を付すことで資料として利用に供することも目的とする。紙幅の関
係上、第４巻第１号（明治28年１月５日発行）から第４巻第６号（明治28年６月５
日発行）までの総目次のみを掲載する。なお、残りの第４巻第７号（明治28年７
月５日発行）から第８巻第３号（明治32年３月15日発行）までのデータについては、
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リテラシー史研究会ホームページ（http://www.f.waseda.jp/a-wada/literacy/）に
掲載する。
　なお、本稿における引用では、旧漢字や変体仮名を現行のものに改め、原文に句
読点のないものについては、これを適宜補った。
１　農業社刊行『日本農業新誌』（第４巻～第６巻）
　農業社（東京市赤坂区溜池町二番地）による最初の発行となった第４巻第１号
（明治28年１月５日発行、発行兼印刷人：青柳浩次郎、編輯人：内田信一郎）の時
事欄72ページには「謹で白す」として、次のように述べられている。
産業時論以来農界に愛顧せられたる日本農業新誌は、博文館代ゆるに「太陽」
を以てするの結果として廃刊に決したり。此惜むべき好雑誌を失ふは、農業に
取りて一大機関を失ふなり。我社不肖なれとも農界の為めに犬馬の労を致さん
と試むるもの、焉んぞ袖手して之を傍観せん。遂に其事業を継続して、日本農
業新誌の発刊所となりぬ。（後略）
　新たに発行元となった農業社は、農書や農具、肥料、種苗等を扱う農業専門の商
社であった。この第４巻第１号には「本誌発行と新年の祝意を表し此特別割引券
を呈す」として、これらの商品に利用できる一割引・五分引の割引券が付いてい
る。（4）また、博文館時代と同様に、巻末には農業社の自社広告が10ページ以上にも
わたって掲げられている。これらの多くは農業社が扱う商品のカタログとなってお
り、広告媒体としての意義がより強く看取できる。（5）その後農業社は本郷区駒込上
富士前町二番地に移転し、第４巻第６号からこの住所が記載されている。既に述べ
たようにこの年は発行数が激減したこともあってか、バックナンバーの割引販売を
始めている。（6）
　ただし本業の方は比較的順調であったようで、第４巻第12号（明治28年12月５日
発行）には「明治廿九年の農業社」という広告記事が掲載されている。これによる
と、多忙になると業務が粗くなるために少数の注文は受け付けず、正確性を保つた
めに取り扱う種類を絞っていくという方針を示している。
　また、第３巻から「財多からさるものゝ為に便にして知識の普及を図」るためと
して月一回に発行が減らされていたのを、第５巻からは再び月二回（毎月５日・20
日）に増やすといった点も、読者にとって購読の継続を再考するきっかけになった
と考えられる。（7）
　農業社の取扱品目が絞られ、注文もなかなかしにくいという状況の上に、さらに
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負担が増えたことで、読者数の減少は止まらなかったことが推測される。（8）
　記事の構成は、「経済教育」「耕種園芸」「養畜養蚕」「雑門」「問答」「種苗」「雑
報」と変更され、編輯人は青柳浩次郎に、印刷人は多田栄次に交代した。月二回の
発行になったことにより、ページ数はそれまでの80ページから60ページ前後へと減
少したため、従来のコーナー割りでは記事が定数に満たなくなる恐れがあったもの
と思われる。
　そんな中で農業社が次に打った方策は、第５巻第11号（明治29年６月５日発行）
にある「今後の農業社」と題された社告に見える。
　この記事では、従来の顧客から不便になったとの声を受け、営業方針を転換し、
少数の注文にも応えるとした上で、新しく『農之基』という雑誌を発行するとして
いる。（9）
　これは月一回発行の有料カタログのようなものであったと考えられるが、むしろ
これを広告媒体として利用して収入を得ようとする動機の方が強かったと考えられ
る。しかしこの『農之基』は、年内に発行が中止されたようである。（10）
　この年の最終号である第５巻第24号（明治29年12月20日発行）に、「日本農業新
誌記事改良」と題された毎年恒例の改良記事が以下のように掲載された。
本誌の農事雑誌中最も進歩したる実地応用の雑誌なることは自らも任じ人も許
す所なれば、茲に第六巻に進むと共に更に大に其記事に改良を施すべし。（中
略）
従来問答欄は各地篤農家よりの応答を待ちて之を誌上に掲載するに止めしこと
他の雑誌と異ならざりしも、第六巻よりは本社編輯員及各農学士老農家に答案
を需めて質問と同時に其応答を掲載し、尚更に広く各地篤農家の応答を得て掲
載すべし。其有益なる発行を待たずして知るべし。
　自他共に認める進んだ農事雑誌であることを述べ、その上で他誌との差別化を図
ろうと問答欄の形式変更を知らせている。これは農学士や各地の実地家を動員でき
る『日本農業雑誌』だからこそできたことであろう。単に読者同士のやりとりを
掲載するだけならば、編集部は全くの素人でも可能であることもあって、学農社の
『農業雑誌』（11）で確立されたこのスタイルは多くの雑誌で採用されてきた。（12）しかし、
その応答が必ずしも的確でないこともまた一部では問題視されていた。（13）それを解
決するための変更であったのだが、これは主筆である横井時敬（14）がこの雑誌で行
ってきた、農民と共に進めていく農事改良からは一歩遠ざかる変更でもあった。
　変更前の問答欄では、原則として読者同士のやりとりのみが掲載されており、一
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般読者からの質問に対して知識や経験が豊富な地方実地家が答えるというのが基本
的な構成となっていた。この変更後も地方実地家の応答がシステム上排除されてい
たわけではなかったが、全ての問いに学士などによる専門的な回答が同時に掲載さ
れる以上、それを上回る、あるいは訂正する回答を要求されるようになり、結果的
に編集部外からの応答は激減した。
　また、第６巻第16号は本来明治30年８月20日に発行される予定であったが、実際
に発行されたのは10月５日であった。このことについては、同号の「謝告」で弁明
されている。
　これによれば、農業社の社主である青柳浩次郎が欧州視察の為にパリへ向けて出
発したところ、那覇沖を航行中に暴風に遭い船が転覆し、一命は取りとめたものの
風土病に罹り、現地に逗留していると伝えている。また、編集部にも病気欠勤の者
が複数いるとされた。
　このような混乱もあり、この先『日本農業新誌』が月二回の発行を履行すること
はなかった。表紙には「毎月二回　定時刊行」との表記を年末まで続けたが、この
最初の遅れの後は一ヶ月ごとの発行となり、結局第６巻は第19号で終わった。その
最終号では恒例の改良記事は無く、雑報欄の最後に「本年の終刊」という記事があ
るのみである。
　この内容の要点は、毎月二回の発行では編集が追いつかないため毎月15日の一回
に変更すること、また第７巻において誌面の体裁は変更しないということの告知で
あった。しかし実際には第７巻第１号は明治31年１月25日に発行され、新たに「批
評」欄も設定された。（15）
２　東京農書舘刊行『日本農業新誌』（第７巻～第８巻）
　第７巻第１号からは東京農書舘（東京市小石川区上富坂町七番地）の発行となっ
た。東京農書舘は農業社が改称したもので、農具や種苗などの販売から撤退し農書
専門の会社として再出発した。
　しかしこれは急なことであり、それまで農業社から信頼できる種苗を入手してい
た人々にとっては大きな問題となった。種苗購入を目的として東京に来たある県の
農会委員と東京農書舘員とのやりとりが第７巻第４号（明治31年４月25日発行）の
27ページに見える。（問）は某県農会委員、（答）は東京農書舘員の発言である。
（問）何故に此く莫大の資本か入用てすか。
（答）目下の所、種苗類は悉皆自分で産出せしめされは保証すへきものかあり
ません。
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（問）左れは今日各種苗店に販売する種苗は。
（答）大抵皆購入品です。
（問）購入品は何故に信用出来ませぬか。
（答）夫れは種々の事情かありて其道に入らされは之を知る事か出来ません。
（問）左れは一々発芽試験等をしたら如何てすか。
（答）発芽試験とは良しき様なれど当てになりません。古種子にても発芽し、
其結果の悪しきもの沢山あります。又種類等の誤れる者を発芽試験て見出す事
は出来ず、其結果まて見て後種子を販売することも出来ますまい。
（問）左れは今日各種苗店にて販売する種苗には随分不良の者かありますな。
（答）不良の者か多くあると言ふを憚りません。
　農業社は資本の不足により、品質を保証できる自社生産の種苗販売の継続が難し
くなったという。不正肥料や商業主義の種苗商を批判する記事を載せていた『日本
農業新誌』を引き継いでいる手前、筋を通す必要もあったのだろうと考えられる。
　第７巻は第５号まで毎月25日に発行されていたが、６月については間引かれ、第
６号は７月15日に発行された。この号の社告では発行日を毎月15日に変更するとさ
れており、以後この通り発行された。したがって、第７巻は第11号（明治31年12月
15日発行）を以て終了している。月二回発行であった第６巻とほぼ同じ50ページ前
後の分量であり、月一回の発行にしては記事が少なくなっていた。第７巻第11号の
巻末の社告「第八巻の日本農業新誌」には以下のように書かれている。
農界は多事なり。不正なる肥料種苗を販売するものあり。無効なる農具を吹聴
するものあり。本誌か此乱麻の如き農界に立ちて直言憚らさるは常に諸君の知
る所、第八巻に進むと共に益々農界の為め尽すへし。
　農界を代表する学士であった横井は、農事改良の妨げになる不正な肥料や種苗、
情報の流通を強く批判していた。それは自ずと商業ベースの思考からは乖離してい
くことにつながり、経済的な競争力を失ったことで雑誌の継続がままならなくなっ
ていったと考えられる。第８巻はわずか３号で中断し、廃刊となる。明治32年３月
15日が最後の発行となった。
　また、東京農書舘は学農社の『農業雑誌』など他の農業雑誌も販売しており、巻
末の自社広告にリストを見ることができる。博文館は総合書籍商、農業社は総合農
業商であったがゆえに、前者では読者にあらゆる雑誌・書籍の、後者ではあらゆる
農具や種苗の情報を与える広告として有意義であった。しかし、東京農書舘は農書
（20）
明治期農事改良雑誌の衰退
を専門としていたために、ライバル誌を広告し売り込むという自己矛盾を抱えるこ
とになっていたといえる。
　第７巻第７号（明治31年８月15日発行）の巻末には次のような自社広告がある。
東京農書舘発売　農業雑誌類
本館より雑誌を購読せらるゝ時は左の利益あり
一　代価低廉にして其発送は各其発行所より直接購求すると毫も差異なし
一　雑誌廃刊休刊等の節は直ちに他の有益なる雑誌を以て代送す
　東京農書舘が扱っていた雑誌が廃刊になった場合、他の農業雑誌を送ることで対
応していたとすると、自社発行の『日本農業新誌』も当然その対象になっただろう。
廃刊の際、代わりに送ることになったのは大正９（1920）年まで存続したライバル
誌、学農社『農業雑誌』であった可能性が高い。
３　誌面構成の変化と『日本農業新誌』の参加者
　『日本農業新誌』（博文館刊行時も含む）に文章を寄せた学士は合計で93名を数え
る。彼ら学士たちは、第３巻で誌面構成が内容分野別になるまでの間、誌面の前半
部分を成す「論説」「講義」などの欄をほとんど独占していた。そのため、第２巻
までは地方からの投書は「通信」欄にまわされていた。
　学士の『日本農業新誌』内での役割は、知識を広めて農事改良を進めること、農
民の生活の向上の参考に資することであり、必ずしも実地の経験を必要としなかっ
た。その一方で地方からの投書は実験結果に関するものにほぼ限られ、第２巻まで
の初期はそれぞれの役割が明確であった。
　また、学士たちは、先に述べた第６巻での変更まで「問答」欄に原則的に登場し
なかった。（16）回答の正確さ、責任の所在を保証するのであれば学士が答える方が合
理的であると考えられることから、「問答」欄はあくまで読者同士の情報交換の場
として認識され、設定されていたことがわかる。これは「種苗」欄も同様であると
いえる。
　学士ばかりでなく「老農」（17）と呼ばれた人々や、地方の実地家が文章を寄せてい
た。初期の誌面では彼らの投稿は「通信」欄か「寄書」欄に掲載され、あくまで
「地方からの報告」という位置付けを与えられていた。
　明治初期には即戦力として、農事改良の素質を持つ大地主である老農を中心に農
業政策が進められた。（18）後に農学校や農事試験場が設置されるようになると、そこ
で教育を受けた人々が老農に代わり農事改良をリードするようになっていった。（19）
（21）
　政府によって整備された各種の機関によって、一般読者にも農学校や大学で学ぶ
ことが可能になった。これによって明治中期以降に開かれたのは、独学するにせよ
学校へ通うにせよ、農学士への道であった。この途中にあるものはアマチュアとプ
ロフェッショナルの中間、セミプロ層と呼ぶことができるだろう。
　セミプロ層が『日本農業新誌』の誌面で果たした役割は、一般読者と農学士との
仲介である。第２巻まで、彼らの論文は「通信」欄や「寄書」欄に閉じ込められて
おり、学士の論文とは別のものとされていた。しかし一方で、学士が参加しない
「問答」や「種苗」の欄では、多くの回答や種子分与の報告を挙げた。彼らは「寄
稿する読者」であり、その存在と役割こそ明治期農事改良雑誌の大きな特徴である。
　セミプロ層と目される読者の一人に、大上宇市がいる。大上は慶応元（1865）年、
播磨国揖保郡（現・兵庫県たつの市）に生まれた。小学校を中退しながらも、動植
物を中心に研究を開始する。諸雑誌に投稿を始めるのは明治23年（1890）からであ
り、『日本農業新誌』にも120件の投稿を寄せた。（20）
　大上は、南方熊楠や牧野富太郎らと連絡を取りあい、動植物の新種発見もしてい
るが、生涯を在野の研究者として過ごし、高等教育機関に属して学んだり教えたり
することはなく、知識も漢籍などから得たものが多かったという。その意味では老
農型のセミプロ層に属するといえるだろう。
　『日本農業新誌』上で大上は、一般読者と論争をすることになる。第２巻第18号
に掲載された大上の論文「稲種子水撰の起源に就て」で、主筆を務めていた横井時
敬が開発したとされる塩水選は江戸時代には既にあり、横井が発見者ではないとす
る論を展開した。これに対して「関東の一水呑」と名乗る、横井を支持する一般
読者が次の号で「大上宇市先生に物申さん」と題して反論した。論争の詳細な内容
に触れることは控えるが、以後「関東の一水呑君の厚意を謝す」、「大上先生の謝
言に答ふ」、「関東の一水呑に答ふ」とやりとりが続く。このように、セミプロ層に
は学士に疑問を提起することもあれば、他の読者から反感を買うという一面もあっ
た。（21）
　『日本農業新誌』が博文館から刊行されていた時期には、大上のような老農型の
セミプロ層読者が誌面に多く現れていた。しかしこの頃には既に老農は第一線から
去り、農学士を中心とするリーダーが農事改良を推進していた。「問答」欄に寄せ
られる質問で、「独学に適した書籍は何か」という問いがあれば、農学士が書いた
書籍の名前が挙がる。これは、一般読者が勉強して実地家になる際に、もはや「老
農」になることはなくなっていたことを示している。すなわち、一般読者、あるい
は一歩進んだ地方の実地家は、老農候補としてではなく、農学士候補として存在す
る時代になったともいえる。
（22）
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　そして、全国に農学校や農事試験場の設置が進んだことで、東京にある大学に行
かずとも科学的な農業を学ぶことができる環境が整ったことにより、一般読者以上
学士未満のいわば「新興セミプロ層」は次第に厚くなっていったと考えられる。
４　農事改良雑誌の衰退
　先に述べたように、「読者参加型ページ」の源流は学農社の『農業雑誌』である
とされている。『農業雑誌』においてはこのようなページの割合が四割に達したこ
ともあるという。
　一方、『日本農業新誌』ではどうであったかといえば、これはそれほど高くない。
第１巻を通して19.1%、第２巻が12.2%、以下14.6%、20.7%、17.1%、16.6%、19.3%、
10.3% と、多くても二割にしか過ぎない。
　先行研究によれば、『日本農業新誌』の購読者（かつ投稿者）だった鈴木静蔵は、
複数の農業雑誌を購読していたという。（22）また、前節で取り上げた大上宇市も同様
であった。では、彼らは『日本農業新誌』に何を期待していたのであろうか。以下
に二点引用する。
農事新報（中略）日本農業新誌（中略）農業雑誌（中略）以上三種は、余が嘗
て購読せしものにて農業上裨益ある雑誌なり。（23）
余か組織たる白石商業白虎隊に於て、実業上の機関となるべき雑誌の刊行せ
らるゝ者をバ取寄せ、概ね購読す。（中略）然れとも有益の論説及問答の多く、
殊に廉価にして員
（ マ マ ）
数の多きハ本誌ならんと、本隊にても外誌購読を廃止す。本
誌而已とせり。（24）
　これらの文章は、第１巻第15号の「問答」欄に寄せられた「農業雑誌に幾種あ
りや其発兌所代価郵税等詳細に教示あれ」という問いに答えたものである。（25）当の
『日本農業新誌』に掲載されている回答であるという点を差し引いても、読者は学
士や実地家の有益な知識を享受することを目的としてこの雑誌を購読していたこと
がわかる。当時有数の農学者として知られていた横井が主筆を務めているというこ
とからも、読者は有益な記事を期待していたと考えられる。そして、それを実現し
ていたからこそ最盛期の年間10万部という隆盛があったのだろう。
　『農業雑誌』が、「読者参加型ページ」などの親しみやすさで読者をひきつけてい
たとするならば、『日本農業新誌』はその専門性の高さや有益さが売りであったの
ではないかと考えられる。それは農事改良に対する横井の熱意の表れでもあっただ
（23）
ろう。
　しかし、既に触れたように、それは必ずしも商業ベースでの成功を約束せず、結
果として博文館からは手放されてしまった。そして、それを引き取ったのが農業商
社であったという点もまた商売としての雑誌経営という点では難しい部分があっ
た。「正しい農事改良」という理想のために、農業社は書籍のみを扱うようになっ
た。そして、続く東京農書舘もその商業的宿命のために『日本農業新誌』を廃刊の
方向へ導くこととなったのである。
　『日本農業新誌』は主筆の横井が学者であり、農事試験場長を務めたこともある
プロであるという点から、思想家でありセミプロであった学農社の津田仙が主導し
ていた『農業雑誌』よりは農事改良色が強い雑誌であると言える。そのため、政府
による「上から」の改良を推進していこうとする力がもともと比較的強かったと考
えられる。明六社同人のセミプロによって運営されていた『農業雑誌』は、横井ほ
ど「正しい」農事改良にこだわらず、雑誌としての存続を重視したのではないか。
一方、横井は前身誌『産業時論』以来の自らの信念を農事改良雑誌で実現していく
ことにこだわったのではないだろうか。
　読者の啓蒙が進み、新興セミプロ層が厚くなっていくにつれて、誌上の記事は専
門性や質の高さを求める読者にとって魅力の少ないものになっていったと考えられ
る。それは、セミプロにとっては学士の論説に既知のものが増え、一般読者にとっ
てもセミプロによる教科書通りの無難な記事が多くなってくるという部分に現われ
ていただろう。そしてそれは多くの一般読者にさらなる「セミプロ感」を与えもし
たと考えられる。知識を広めることによって農事改良を推進しようという横井にと
っては、雑誌という媒体の「お手軽さ」がマイナスに働いたといえる。
　博文館時代の『日本農業新誌』に見えた、大上宇市のような老農型の自立したセ
ミプロ層は誌面から消えていった。学士が書いた本や論説を読み、よりひらけた読
者たちは、一般読者という枠を超え、たとえ一言であろうとも「問答」欄の質問に
答えようとするようになった。つまり、一般読者の多くが新興セミプロとなり、そ
の結果、それまでのセミプロ層の役割は混乱した。
　『日本農業新誌』においては、第３巻の誌面再編成以来、学士は寄稿を減らし、
厚みを増した新興セミプロ層がそれに代わった。横井はおそらく地方実地家の経験
を広く伝えることが重要であると考え、第３巻でこのような変更を行ったのであろ
う。しかし、横井が想定していた地方実地家というのは、おそらくは老農のような、
西洋学問を修めた横井自身らに対しても新たな発見をもたらすような、強く「下か
ら」情報を送ってくる存在であったと考えられる。
　しかしながら、世の中には既に政府による農事改良が浸透し、物流・交通の不便
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も比較的改善しており、地方実地家の地方実地家たる意味は薄れていた。地方で農
事改良を志す者の多くは、老農候補ではなく農学士候補として努力することを無
意識のうちに強いられる。このような新興セミプロ層が誌面に多く流れ込んできた
『日本農業新誌』は、その専門性の高さや有益性というアドバンテージを徐々に失
っていった。
　一方で「下からの」情報の流れ、すなわち「地方実地家の報告」の形をとる情報
の流れは、明治期の農事改良要員としての老農が役割を終えるとともに弱まってい
った。（26）それは、たとえば自称地方実地家が、土壌分析として西洋式の検査法を用
いたり、化学合成された肥料を用いたりといった点に見ることができる。これは、
農学士や新興セミプロたちがそれぞれの土地に出張して報告していることと内容上
の差異をほとんどもたない。
　広い範囲に読者を獲得した農事改良雑誌がその存在を維持するためには、常に読
者を引きつけておかなければならなかった。「読者参加型ページ」もそのために存
在したツールであると考えられる。日本各地、遠く離れた読者同士のコミュニケー
ションの場を提供することは、「下からの」農事改良が熱心に行われている場合に
は非常に有意義であっただろう。すなわち、博文館時代の『日本農業新誌』のよう
に、「読者参加型ページ」で主導権を握れるような自立した老農型セミプロが存在
している場合であるといえる。しかし第６巻以降、「問答」欄に学士が全て答える
ようになったときには既に、セミプロ層は役目を終えていたのである。
　教育機関や輸送制度の環境の整備が進み、新興セミプロ層が厚くなっていったこ
とは、全体のレベルの希薄化につながった。つまり、多くの人が労少なくセミプロ
までは到達できる時代になると、ある程度の知識や見識さえあればそれなりの文章
が書けてしまうようになったのである。第３巻以降の誌面からは学士の文章が減り、
その分を新興セミプロ層による文章が埋めるようになった。このようにして誌面の
非効率的な消費が増えていったのである。
おわりに
　明治期の農事改良雑誌は、「上からの」情報を広め、「下からの」情報を集めるた
め、国内の広い地域に広がっていく必要があった。『日本農業新誌』も、その名前
が語るように、日本に遍く農事改良を普及させることを目的とした。それは主筆の
横井時敬が目指したものであり、そして実際に達成されたといえる。しかしそれは
雑誌を通じてではなく、各地への農学校の設置など、農政に働きかけたことによる
業績であると考えられる。
　横井は『日本農業新誌』という場において、学士や官僚による理論的・システム
（25）
論的な「上からの」トップダウン型農事改良と、老農や地方実地家による実践的・
方法論的な「下からの」ボトムアップ型農事改良を出会わせようとした。初期の段
階ではその試みは奏功したかに見えたが、明治中期の時点では既に老農は表舞台か
ら去り、よく教育された農学士候補たちによる境界の曖昧な新興セミプロ層による
農事改良の時代に入っていた。
　『日本農業新誌』における「読者参加型ページ」は、当時の農事改良雑誌の典型
的なものではあったが、読者は必ずしもそれだけを目当てに購読してはいなかった。
安い価格で、学士による様々な論説を読むことができる、それが『日本農業新誌』
のアドバンテージであった。
　しかし、博文館から手放されて以来、廃刊への流れは止まらなかった。他にも農
家の困窮などの理由による読者数の減少などの原因もあったと考えられるが、これ
まで述べてきたような、雑誌としての構造上の問題も大いに原因となりえたといえ
る。これは明治期農事改良雑誌としての、日本中に広がらなければならないという
使命と、存続のために採算をとらねばならないという義務の間で発生したものと考
えられる。（27）
　農事改良の情報を手に入れようとする地方の一般読者が新興セミプロに変化して
いったということは、新しい知識・技術の浸透や均質的な国民の教育といった側面
から見れば、農業そのものの近代化に付随して読者も近代化していったと言い換え
ることができる。したがって、明治期の農事改良雑誌は、日本の農業と読者の近代
化のある程度の達成と共にその役目を終えたといえる。すなわち、農事改良雑誌の
記事から魅力を奪っていった、あるいは記事に魅力を感じなくなっていった新興セ
ミプロ層は、ある意味で「近代化された読者」であったと考えられる。
　農事改良の必要に迫られて雑誌を購読していた地方の一般読者が後に総合雑誌や
娯楽雑誌の読者となっていく過程は、雑誌というメディアを日本人がどう扱ってい
たかという問題につながってくる。明治期の農事改良雑誌は、在村読者にとって初
めて手にする雑誌メディアであった場合も多かったと考えられ、その面からも研究
の価値があるといえる。これは今後の課題としたい。
（１）石川雄輝「双方向メディアとしての明治期農業雑誌　　付・博文館刊行『日本農業新
誌』解題・総目次　　」（『リテラシー史研究』５、2012.1）、p.（41）。
（２）同上、p.（48）。
（３）藤井隆至の分類による。藤井は当時の農業雑誌について、「農事改良雑誌」と「農業政
策雑誌」に分けて考察している。（藤井隆至・滝沢秀樹「農業雑誌」（杉原四郎編『日本経
済雑誌の源流』第２部第１章、有斐閣、1990））、p.124。
（４）「農事改良雑誌」としての『日本農業雑誌』の性格に合致した発行主体であるといえる
（26）
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が、出版社ではなく農業商社から発行されるということは、雑誌経営の弾力性の低下を伴
って「農事改良雑誌」の範囲内で維持する必要に迫られるようになったともいえる。
（５）この号に掲載されている商品のうち、最も安いものとして粟や緑豆などの種子が一合あ
たり１銭、一方最も高価なものは「果実乾燥器」で45円となっている。
（６）第４巻第12号（明治28年12月５日発行）に広告が掲載されている。
（７）第５巻からの月間購読料は、それまで１号分で送料込み９銭だったところが、２号分で
送料込み合計12銭となり、実に３割以上の負担増となった。
（８）農業社が取扱品目を減らしたためか、広告スペースは他社広告が優勢になった。これは、
読者の減少による収入減を広告収入で補っていたとも考えられる。また、この頃から投稿
者に対する謝礼としての無償頒布を復活させているが、それほどまでに投稿数が減ってい
たのだと考えるのが自然であろう。
（９）『農之基』の広告には以下のように書かれている。「第一号は十万部を印刷して各府県、
郡役所、町村役場、農学校、農事試験場、農事諸会、地方地主、篤農家諸氏へ頒布進呈す
へし。本誌は発行部数甚だ多きを以て、其広告の効能の多きは全国実業に関する雑誌悉皆
へ広告するより尚数倍の上にあるへし。実業家諸氏本誌へ広告して名を全国に知らしめ
よ」。
（10）「投稿者諸君に謹告」という社告において、第５巻（明治29年）のうちは「日本農業新
誌の外幼年農業雑誌及農之基の両雑誌を発刊候」とあるのに対して、第６巻（明治30年）
においては「日本農業新誌及ひ幼年農業雑誌の両雑誌を発刊候」となっている。また、第
６巻第３号の「謹告」においては「種苗定価表は全国各町村役場其他へ差出し置き候」と
あり、単純なカタログとして扱われるようになったものと推測される。
（11）明六社の同人であった津田仙が主宰した雑誌。明治９年（1876）から大正９年（1920）
まで発行されていた。自由主義的立場から、政府の影響が強い大日本農会などには批判的
であった。また、発行元の学農社は私塾や農学校を持っており、農書・農具・種苗の販売
や技術者の派遣も行っていたという。（前掲、藤井・滝沢（1990）、pp.127-128）。
（12）福澤徹三「農業雑誌の受容と実践　　南多摩郡平尾村　鈴木静蔵の事例を中心に　　」
（『一橋論叢』134（4）、2005.10）。
（13）応答通りに実行したが効果がないというクレームが『日本農業新誌』にも寄せられてお
り、それに対する弁明を応答者に求める記事は複数存在する。
（14）横井時敬は、万延元年（1860）、熊本に生まれた。幼時には藩校で漢学を、後に熊本洋
学校で英学を学んだ。駒場農学校を明治13年（1880）に卒業し、翌14年（1881）神戸市師
範学校講師兼植物園長、さらに翌15年（1882）には福岡県立農学校教諭となり、農学校が
農業試験場になるのと同時に場長に就任する。明治22年（1889）、農商務省技師となるが、
1年で退官する。同24年（1891）、帝国大学農科大学教授となり、大正11年（1922）に退官
した。その間、明治30年（1897）に東京農学校長となり、同44年（1911）に後身の東京農
業大学の初代学長に就任している。その後、昭和2年（1927）、東京の自宅において68歳で
没した。横井は「農業教育界の大御所的存在」であり、農学者としてだけでなくエコノミ
ストとしても活動し、小農保護政策を主張した。（川俣茂「横井時敬」（臼井勝美ほか編
（27）
『日本近現代人名辞典』、吉川弘文館、2001））。
（15）ただし第７巻第１号、第２号、第４号、第５号のみ。
（16）例外として、掲載された論文に対する質問や、質問者が回答者を指名している場合に限
って学士が答えているが、これは絶対数としてはかなり少なく、全体でわずかに数件であ
る。このことは、一般読者からの質問に対して学士が回答を拒否しているわけではなく、
要求されないから答えていないだけであることを示唆している。
（17）「老農」とは、地方の自為独立した農業実地家であり、伝統的な農法を守りながら農事
改良を進めていこうとしていた人々である。西洋農法や政府主導の農事改良と対立しなが
ら明治30年代にその役割を終えたとされる。（西村卓『「老農時代」の技術と思想』、ミネ
ルヴァ書房、1997）。
（18）「（政府は）明治10年、各府県に対し農事に熟達した老農（豪農的耕作地主が中心）の調
査を依頼し、（中略）14年には勧農局が主催し、全国の著名老農120名を浅草本願寺に集め、
全国農談会を開催するなど、農談会の開催に力を入れた」（農学大事典編集委員会編『第
２次増訂改版　農学大事典』（養賢堂／1987）、p.1942）。
（19）老農たちは維新前から独学で農書を読みこなし、実地で試験していた。一方、これに代
わった農学校出身者は西洋の技術を取り入れる方向に動き、学士たちも誌面で翻訳を紹介
したり、欧米へ留学したりなどしていた。
（20）石川雄輝「大上宇市の研究活動における書籍入手」（『社学研論集』20、2012.9）、p.280。
（21）他の例を挙げれば、第２巻第23号の「寄書」欄において「燐酸施用量に関して農学士諸
君に質す」と「淡路鮎原人士に注意す」という同一人物（加藤徳太郎）の手になる文章が
連続して掲載されている。前者は、農学士の講義に対する不備をつく内容で、後者は淡路
島鮎原村の実地家が複数人で誌面の多くを覆っていることに対する不満が述べてある。
（22）前掲、福澤（2005）。
（23）奨農生「農業雑誌の種類」（『日本農業新誌』第１巻第20号、p.43）。
（24）政所富太郎「農業雑誌の種類」（『日本農業新誌』第１巻第22号、p.45）。
（25）他にも、この問いに大上宇市が答えたものがあり、実に25誌もの雑誌を紹介している。
（『日本農業新誌』第１巻第24号、p.44）。
（26）もしも老農が組織的に雑誌を発行し、その雑誌に従って読者が学んでいたとしたら、老
農的な「下から」の情報の流れを維持できたかもしれない。しかしながら、老農が動員さ
れたこと自体が政府による農事改良の端緒であったことを考えれば、この結果は免れ得な
かったと考えられる。
（27）ここで見過ごせないのは、安定した財務で狭い範囲ながら長く発行が続いた地方発行の
雑誌も存在するという点である。その多くが経済的な理由によって廃刊に追い込まれた農
事改良雑誌であるが、広い流通を望まれて発行された「広域誌」は、商業性の制限を受け
るために運営者の理想がうまく実現できない可能性が高かったといえる。その一方で、構
成員からの拠出金によって成り立つ「地域誌」は、その団体の目指すところに応じて採算
抜きの誌面作りが可能であったことが推測される。
（28）
明治期農事改良雑誌の衰退
発行年月日 巻号 コーナー タイトル 著者の属性（学位・住所・号等） 著　　者 頁数
1895.1.5 ４巻１号 社説 迎明治廿八年 1
〃 〃 経済教育 亦た教育に待つものなり 3
〃 〃 〃 世界の茶況一班 農学士 大林雄也 4
〃 〃 〃 農家の予算 農学士 矢部規矩治 9
〃 〃 耕種 種子鑑定法 農学士 横井時敬 11
〃 〃 〃 海外輸出百合の種類 東京麻布龍土町六拾七番地 撰種園主人 14
〃 〃 〃 大豆作の生理に就て 大上宇市 16
〃 〃 〃 澳国産インセクトポーターフラン
ド菊培養の利純に就て
和歌山県日高郡東内原村 森正雄 18
〃 〃 〃 接蠟に就て 日向国宮崎郡宮崎町 小畠直発 19
〃 〃 〃 大冬爪栽培法 静岡県志太郡青島村前島 山内与十郎 20
〃 〃 〃 明治廿七年度稲作試験成蹟 兵庫県津名郡鮎原村 政所農事試験場 20
〃 〃 〃 自作田畑の収益 茨城県真壁郡長讃村 国府田勘三郎 22
〃 〃 〃 廿七年度米作種類試験表 栃木県下都賀郡国府村大字
田　精農園　帝国矯農倶楽
部同盟員
加藤直吉 23
〃 〃 養畜養蚕 牛を交配せしむるとき注意すべき
要件
農学士 池田日舛三 24
〃 〃 〃 本邦農業の不振を論じ併せて家禽
飼養の必要を述ぶ
千葉県平郡富浦村大字豊岡　
日本農会員
出口敏一 27
〃 〃 雑門 樟脳製造試験報告 理学士 守屋物四郎 33
〃 〃 〃 洎芙蘭の真偽に就て 本草園主 大上宇市 43
〃 〃 〃 百合羹製法 上毛川口 耕楽園主人 46
〃 〃 〃 椿象虫（俗にマナコ虫）駆除法 森正雄 47
〃 〃 余興 農業歌二十三首 伊豆 楳原寛重 47
〃 〃 〃 日本農業新誌の改社を祝す 大上宇市 49
〃 〃 〃 本誌愛読諸君の万歳を祝して 49
〃 〃 問答 質問新題 49
〃 〃 〃 応答之部 51
〃 〃 時事 明治廿八年（ほか20件） 58
〃 〃 種苗 米玉蜀黍分与（ほか28件） 大阪府河内国志紀郡三本木
村　好農生
雁野亀次郎 73
〃 〃 官報 緑綬褒章下賜（ほか５件） 77
〃 〃 農民倶楽
部記事
広告 80
1895.2.5 ４巻２号 唐枇杷彩色石版画 口絵
〃 〃 社説 農会の組織　其一 1
〃 〃 経済教育 山林と秣場 林学士 白澤保美 4
〃 〃 〃 郡農会の必要を諭して宮崎県日州
勧業会に及ふ
栗田四郎 6
〃 〃 〃 本邦農家の経済 農学士 三橋彌 12
〃 〃 〃 新占領地の富源 17
〃 〃 〃 簡易農学校の教師 奚疑生 23
（29）
発行年月日 巻号 コーナー タイトル 著者の属性（学位・住所・号等） 著者 頁数
〃 〃 耕種 浸種の利害 農学士 横井時敬 23
〃 〃 〃 稲の撰種に就て 農学士 稲垣乙丙 27
〃 〃 〃 大豆作の生理に就て（第四巻第一
号の続）
大上宇市 29
〃 〃 〃 籾米の重量及び比重 農学士 稲垣乙丙 32
〃 〃 〃 人造肥料の用法及び分量 36
〃 〃 養畜養蚕 信州南部に於ける蚕種の区別 39
〃 〃 〃 飼料に附着せる泥砂の害 40
〃 〃 〃 産乳期中の牛乳 40
〃 〃 〃 鷄の去勢 41
〃 〃 雑門 土壌が水蒸気を吸収すること 奚疑生 41
〃 〃 〃 果物の輸送法 42
〃 〃 〃 山口測候所を訪ふ 福岡県 栗田四郎 43
〃 〃 〃 水と森林との関係 農科大学教師 ドクトル、グラス
マン
45
〃 〃 〃 水論訴訟事件鑑定書 農学士 稲垣乙丙 54
〃 〃 〃 栽菓園主梅原寛重翁の伝記 今井恵作・大沼彦
作
59
〃 〃 余興 勧農いろは尽し（新体詩） 伊豆栽菓園主 楳原寛重 60
〃 〃 問答 質問新題 62
〃 〃 〃 応答之部 65
〃 〃 時事 有栖川大将宮殿下の御薨去（ほか
８件）
73
〃 〃 種苗 種子分与（ほか７件） 愛知県知多郡野間村大字野間 畑中善四郎 77
〃 〃 官報 実業教育費補助（文部省）（ほか４
件）
79
〃 〃 農民倶楽
部記事
同盟員ノ去就（ほか１件） 80
1895.3.5 ４巻３号 草花六種図版 口絵
〃 〃 社説 農民党 1
〃 〃 〃 農会の組織（其二） 1
〃 〃 経済教育 本邦農家之経済（前号の続き） 農学士 三橋彌 4
〃 〃 〃 不正肥料矯正策 大日本農会員 東尾平弌 10
〃 〃 耕種 浸種の長短 農学士 横井時敬 11
〃 〃 〃 北海道に於ける米作と気候との関
係（於北海道農会大会演述）
農学士農芸化学士 酒匂常明 15
〃 〃 〃 桑樹萎縮病の実見 長野県諏訪郡湖南村 金子金三郎 23
〃 〃 〃 海外輸出百合の種類（第四巻第一
号の続き）
撰種園主人 29
〃 〃 〃 明治廿七年度第二回米作試験成績 岩代国安達郡本宮町 鈴木佐吾右衛門 32
〃 〃 〃 煙草の燃焼と塩化物 敬倭生 33
〃 〃 〃 人糞尿の成分取扱及使用に関する
研究（農科大学学術彙報抜粋）
35
〃 〃 〃 蚯蚓の土地生産力に及ぼす感想 39
（30）
明治期農事改良雑誌の衰退
発行年月日 巻号 コーナー タイトル 著者の属性（学位・住所・号等） 著者 頁数
〃 〃 〃 肥料の目的及ひ其性質 39
〃 〃 〃 土性の植物に於ける感応 41
〃 〃 〃 草花六種 42
〃 〃 養畜養蚕 蜜蜂を飼養すべし 43
〃 〃 〃 養蜂問答 46
〃 〃 〃 薬品を用いて角を除く法 46
〃 〃 支那の蚕種 47
〃 〃 雑門 日本酒醸造法に就て 農学士 矢部規矩治 47
〃 〃 〃
我邦の農学を賤視する者の多きは
抑も何等の源因に由るや
獣医学士 生駒藤太郎 50
〃 〃 問答 質問新題 54
〃 〃 〃 応答之部 58
〃 〃 時事 今後の一大問題（ほか７件） 71
〃 〃 種苗 種苗分与規則（ほか21件） 75
〃 〃 官報
二十七年農事試験本場稲作景況
（農商務省）（ほか4件）
79
〃 〃
農民倶楽
部記事
同盟員ノ去就 82
1895.4.5 ４巻４号 蔬菜六種石版彩色図 口絵
〃 〃 社説 施肥に関する一謬見 1
〃 〃 経済教育 本邦農家の経済（前号の続き） 農学士 三橋彌 4
〃 〃 〃 不正肥料矯正策（前号の続き） 東尾平弌 20
〃 〃 耕種
栃木県上都賀郡足尾町字原及唐風
呂に於ける畑地山林被害の状及原
因
農学士 稲垣乙丙 22
〃 〃 〃 馬鈴薯の成分 敬倭生 27
〃 〃 〃 米作上紫雲英効用試験 28
〃 〃 〃 最上肥料（乾燥人糞） 30
〃 〃 〃 重過燐酸肥料 31
〃 〃 〃 甘藷苗仕立方 茨城県真壁郡長讃村 国府田勘三郎 32
〃 〃 〃 綿種試作の結果
群馬県新田郡強戸村大字北
金井
澤田才一郎 32
〃 〃 〃 玉蜀黍栽培法
大阪府志紀郡三本木村　好
農生
雁野亀次郎 34
〃 〃 〃 洋種南瓜栽培経験成績
福島県標葉郡刈野村　帝国
矯農倶楽部員　好培園
広坂好農子 34
〃 〃 〃 明治廿七年度粟試験成績表 東京府北多摩郡調布町上布田 白鳥農事試作場 36
〃 〃 〃
山形県西田川郡勧農会稲作試験歩
苅比較表明治廿七年
36
〃 〃 〃 蔬菜六種 38
〃 〃 養畜養蚕 青柳氏蜜蜂巣箱 39
〃 〃 〃 鶏肉の貯蔵に就て 敬矮生 41
〃 〃 雑門 再ひ日本酒醸造法に就て 農学士 矢部規矩治 41
（31）
発行年月日 巻号 コーナー タイトル 著者の属性（学位・住所・号等） 著者 頁数
〃 〃 〃
我邦の農学を賤視する者の多きは
抑も何等の原因に由るや（前号の
続き）
獣医学士 生駒藤太郎 45
〃 〃 〃 〃 大坂府志紀郡三本木村 雁野亀次郎 〃
〃 〃 〃 福島県安積郡開墾地調査 阿部稔 50
〃 〃 〃 農事不振に付て 愛知県知多郡 愛農生 53
〃 〃 〃 緘言一束 農学士 横井時敬 54
〃 〃 問答 質問新題 56
〃 〃 〃 応答之部 62
〃 〃 時事 一大出来事（ほか14件） 71
〃 〃 種苗 種子分与規則（ほか37件） 75
〃 〃 官報 緑綬褒章下賜（ほか3件） 81
1895.5.5 ４巻５号 社説 絶快の境遇 1
〃 〃 経済教育 本邦農家の経済（前号の続き） 農学士 三橋彌 3
〃 〃 耕種 秦野煙草栽培法
伊吹七三彦・田村
八十二・上田三徳
10
〃 〃 〃 大豆作の生理に就て（第二号の続） 播磨 大上宇市 18
〃 〃 〃 土当帰栽培法 茨北耕夫 21
〃 〃 〃 外国綿の施肥に就て 天外生 23
〃 〃 〃
籾種八合を播て一反歩に植へ普通
作の二倍収穫する法
大分県庄内 溝部藤七 26
〃 〃 〃 稲一穂の増殖度 兵庫県津名郡鮎原村 広田孫爹 27
〃 〃 〃
（明治廿七年度第二回）私立米作肥
料試験成績報告
岩代本宮町　日本農民会々
員
鈴木佐吾右衛門 27
〃 〃 養畜養蚕 卵の重量 28
〃 〃 〃 乳汁と酒精の関係 29
〃 〃 〃
桑の葉と花との滋養比較（農科大
学学術試験彙報抜粋）
29
〃 〃 〃 養蜂問答 31
〃 〃 雑門 節根病 農学士 小貫信太郎 35
〃 〃 〃 麦酒の原料 農学士 矢部規矩治 48
〃 〃 〃 黴菌駆除の薬剤 50
〃 〃 〃 種子交換に就て 近江 中松芳松 53
〃 〃 〃
明治廿七年中晴雨表及最近五年間
晴雨比較
長野県上伊那郡長藤村大字
弥勒
池上久太郎 54
〃 〃 〃 投農業新誌 千葉 三芳信 55
〃 〃 問答 質問新題 56
〃 〃 〃 応答之部 59
〃 〃 時事
全国農事大会と各地の農会（ほか
９件）
77
〃 〃 種苗 鎌倉粟（ほか10件）
東京府西多摩郡霞村藤橋　
殷農園
下田亀太郎 80
〃 〃 官報 水産調査所処務規定改定（ほか１件） 82
1895.6.5 ４巻６号 社説 村落の衛生 1
（32）
明治期農事改良雑誌の衰退
（いしかわ・ゆうき／早稲田大学大学院）
発行年月日 巻号 コーナー タイトル 著者の属性（学位・住所・号等） 著者 頁数
〃 〃 経済教育 教授法に関する注意 農学士 横井時敬 3
〃 〃 〃 本邦農家の経済（前号の続き） 農学士 三橋彌 5
〃 〃 耕種 野州麻栽製法 麦生富郎 16
〃 〃 〃 土壌中の燐酸 26
〃 〃 養畜養蚕 本邦に於ける畜産の必要を論す 農学士 吉田秀男 26
〃 〃 〃 豚の睾丸割去 山崎徳吉 34
〃 〃 〃 豚の肉飼 山崎徳吉 35
〃 〃 〃 蛋白質性牛乳 35
〃 〃 〃 蜜蜂の性質 36
〃 〃 雑門
農業上バクテリヤの効能（矢部規
矩治訳）
農科大学農芸化学教師 ドクトル、ロイブ 38
〃 〃 〃 重亜硫酸石灰の防腐作用 41
〃 〃 〃 万国綿花の産額及消費額 42
〃 〃 〃
我国農業の進歩併て農は国の基な
り
福島県 河原田徳作 47
〃 〃 問答 質問新題 49
〃 〃 〃 応答之部 52
〃 〃 時事 大纛東旋（ほか23件） 66
〃 〃 種苗 種子分与規則（ほか５件） 76
〃 〃 官報
農事試験場無料分析（兵庫県）（ほ
か４件）
78
